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 要 旨   
目的： 
アルコール依存症と双極性障害の併存者は高い割合で存在するにも関わらず、双極性障

害患者のうち依存症治療に積極的に参加している人数や、アルコール摂取特性についてほ

とんど知られていない。そこで本研究では、我々の治療施設でアルコール依存を認めた患

者 588 人の診療記録を用いて調査した。 
方法： 
研究デザインは後ろ向きコホート研究で、アルコール依存症の重症度の程度と退院時診

断に注目して分析した。本研究対象のうち、5%がアルコール依存症と双極性障害の併存者

だった。 
結果： 
年間飲酒量は、アルコール依存症とうつ病(26.8 ± 13.9)や、アルコール依存症のみ(28.1 ± 

13.2)に比べて、アルコール依存症と双極性障害の併存者(23.1±17.7)では低かった。アルコ

ール依存症と双極性障害の併存者は、 1 日飲酒量の最大量が高い者が多い傾向があり、双

極性障害の女性(21.0 ± 11.5)の 1 日飲酒量の最大量は、他の診断をされたグループの女性に

比べて有意に高かった。 
結論： 
コミュニティベースの調査では、アルコール依存症と双極性障害の併存者が多いにも関

わらず、本研究では、アルコール依存症治療施設における双極性障害の患者は多くないこ

とが示唆された。さらなる研究により、双極性障害患者のアルコール依存症治療施設利用

を促進し、女性双極性障害患者による多量飲酒の関連を明らかにすることが求められる。 

 




